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	過去のJICE派遣プログラム参加者の声
	私にとって初めての海外体験でした。以前から途上国に行ってみたい気持ちがありましたが、JICEの引率で行けることに安心感がありました。
	私の人生にとって大きなマイルストーンです。文化や言葉が違う 人々との共通点や相違点に気づくことは、国際交流の大事な部分です。
	現在勤める会社は、社員の約半分が外国籍です。国籍を気にせずにコミュニケーションをとれるようになったのは、派遣プログラム参加をきっかけに外国人と触れ合う機会が増えたおかげだと思っています。
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